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研究成果の概要（和文）：参与観察場面における子どもの発話や会話を，数量理解に着目して考

察した。インフォーマルな算数の知識として，遊びの中に様々な数量理解に関する発話が現れ

ていた。数量理解は，遊びを組み立てる際に手がかりになっている場合が多く，多様な活動の

展開にも使われていることが明らかになった。また小学校での算数の授業場面においても，子

どものつぶやきにはインフォーマルな算数知識が多く反映されている。その知識を基にフォー

マルな知識につながっていく様子が，子ども同士，あるいは子どもと教師との会話から示唆さ

れた。これらの研究成果は，幼児期特有の遊びの保障が，その後の算数知識の土台になってい

るという点からも重要であるといえる。 
研究成果の概要（英文）：Children’s conversations and utterances obtained during the 
participant observation were analyzed focusing on the comprehension of numerical 
concepts.  There were lots of utterances concerning various kinds of numerical concepts 
that would be related to informal mathematics.  It was revealed that numerical concepts 
were utilized as cues to construct children’s plays as well as to develop children’s various 
activities.  On the other hand, the utterances observed in the class of mathematics in 
elementary schools also seemed to reflect children’s knowledge of informal mathematics.  
It was indicated that there were some processes that relate their informal mathematics to 
formal knowledge.  These results were considered important in a sense that abundant 
plays of preschoolers should be secured in order to develop their informal mathematics. 
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１．研究開始当初の背景 

申請者は今まで「同じように分ける」とい
う均等配分行動を中心とした数量概念の発

達を研究してきた。本研究では，さらに多角
的に数量概念を捉えていきたいと考え，子ど
もの発話に着目した。 
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幼児期の子どもたちの会話には「わたしの
方が大きい」「ぼくの方が少ない」というよ
うに多くの数量概念が反映されている。ある
いは，遊びの展開において，きれいに並べた
り，数を数えたりすることが手がかりになっ
ている場合も多い。日常の生活，幼児期では
特に遊びの中での具体的な経験を通して，こ
のような数量の感覚が身につき，さらに表現
することが可能になり，自分なりの概念や知
識を構築しながら抽象的な数量の知識を獲
得する。 

しかし,日常で獲得されるような知識（数
量の研究領域ではインフォーマルな数量知
識とよぶ）がどのようにフォーマルな算数の
知識に結びつくのかは，まだ明らかにされて
いない。さらに,認知発達の質的な変化もさ
ることながら，幼児期から児童期という教育
の接続や節目との関係もあるように思われ
るが,このような視点からの研究は，それほ
ど多くはみられない。 
 本研究では今までの研究をふまえ，幼児期
から児童期にかけての数量理解の発達を明
らかにすることを目的とした。そして幼児の
日常の生活の具体的な文脈の中で獲得され
るインフォーマルな数量の知識やそれに関
連する技能が,就学後，どのように教科とし
ての算数の単元を学習する際の基礎になり
うるのかを時間をかけて検討することによ
り,幼児期から児童期の認知発達の変化と教
育のあり方について，多面的に考察する。 
 
２．研究の目的 
 (1) 子どもの発話や会話を中心に，子ども
のもつ数量概念について検討する。子ども一
人のつぶやきだけではなく，子ども同士，子
どもと保育者・教師，申請者など，他者との
会話も分析する。その際，申請者が行ってき
たこれまでの実験のデータと関連づけるこ
とにより，日常の文脈のある場面での数量概
念の獲得のされ方を多面的に明らかにする。 
 
(2) 幼児期から児童期にかけての発達的な
変化をとらえるために，幼児期から児童期に
かけての数量概念の質的変化を縦断的デー
タから明らかにすることを目的とする。特に 
教育的な接続期の問題だけではなく，発達の
質的変化がどのように影響しているのか，子
どもの視点からの問題を明らかにする。 
 
(3)幼児期では主体的な遊びを中心とした保
育によって学ぶところが多いが，児童期以降
では教科としての算数の知識や技能を獲得
する。この点に着目し，子どもにとっての学
びとは何かについて包括的に議論し，子ども
の主体的な学びを豊にするために，子どもの
発達に即したカリキュラムの構築に反映で
きる知見を得る。 

３．研究の方法 
(1) 観察法にもとづく子どもの数量や認知

発達に関する行動の記録の分析をおこなう。 

① 参与観察を中心に子どもの発話や会話を

記録する。附属幼稚園では，子どもの主体性

を尊重する自由遊びを中心とした保育を展

開している。申請者は，週に１回程度，午前

中の 2～3 時間，子どもの様子をビデオやデ

ジタルカメラで撮影したり，筆記による記録

をおこなったりしながら，数量理解に関係す

る発話や行動を，周囲の人とのかかわりも含

めて記録した。 

② 附属小学校の 2 年生の算数の授業に参加

させていただき，新学習指導要領で 2年生の

単元となった「1/2」の理解について，授業

研究を担任の先生，算数科の教員（附属小学

校と大学）と共におこなった。 

③ 附属幼稚園にだけではなく，地域の幼稚

園や保育園での観察や研修会においても，子

どもの様子をデジタルカメラで撮影したり，

筆記による記録をおこなったりした。 

 

(2) 実験法にもとづき，幼児期から児童期に

かけての数量理解の発達を検討する。地域の

幼稚園と児童館の協力を得て，配分行動に関

する個別実験をおこなった。 

 

(3) 質問紙法により小学生の配分に関する

とらえ方，大学生や保育者・教師の発達理解

について分析する。大学生を対象とした質問

紙方では大学生の幼児期のときの記憶が，実

際に子どもとかかわるときにどのような影

響をおよぼすのか，特に発達観や保育観との

関連を中心に調査をおこなった。 

 

(4) 保育者のカンファレンス，附属幼稚園と

附属小学校がおこなっている幼小の連絡会議

等に出席し，そこでの議論をふまえながら，

保育者や教師の発達観について考察した。  
 
４．研究成果 
(1) 子どもの発話や会話から得られる数量
理解を検討した。 
① 附属幼稚園での参与観察を通して，子ど
もの発話や子ども同士の会話から，幼児期の
数量概念の発達について検討した。 
 写真 1と写真 2は，年中児の 2名の男子に
よる「すごろく」の場面である。2 人でサイ
コロを作成し，床を「すごろく」のマス目に
みたて，遊んでいるのだが，明確なマス目で
もなく，またゴールも決まっていない。「5だ」
「じゃあ，5，進ね」「1，2，3，4，5。（場所
が）一緒になった」など，話しながらサイコ
ロを振っては進む，ということを繰り返して



 

 

いる。年中児の
部屋からスター
トし，年長児の
部屋，玄関，事
務室，職員室の
横の廊下を，通
り，年少児の部
屋の前がゴール
かと思ってみて
いると「勝って」
いる子どもがお
もむろに年少児
のトビラをあけ，
数を数えながら，
進んでいる（写
真 2）。 
 大人の感覚か
らすれば，「ゴー
ル」や順番，や
り方を最初に決
め，おこなうこ
との方がおもし
ろい，と考える
かもしれないが，
子どもはそうで
はない。数を数
えること，数え
合うことを助け
として，2人でな
んとなくつなが
りながら，「すご
ろく」を続けて
いる。勝ち負け
ではなく，ずっと 2人で続けていきたいよう
にも読み取れる。 
 このような遊びの場面でのかかわりを中
心に，その中で育まれている数量感覚，数量
理解とはどういうものなのか考察した。特に
数概念は早期教育として導入されやすいが，
幼児期では，単に知識として教えるのではな
く，子どもの主体的な遊びが重要であること
を論じた。また，対象物を分離量的に捉える
か，連続量的に捉えるかによって変わる子ど
も同士の認識の違いについて，発話をてがか
りに検討した。 
②小学校での算数の授業場面での子どもの
発話や教師とのかかわりを分析した。 
写真 3から写真 5は，2年生での「1/2」導入
における授業場面の様子である。「ふたりで
なかよくわけましょう」という導入のもと，
具体物の操作を通して，「半分に分ける」こ
とを「1/2」と表記することを学んでいる。
単に「半分＝1/2」と教えるのではなく，子
どもがもっているインフォーマル算数の知
識に即しながら，かつ様々な対象物を操作し
ながら，「分母と分子」の関係などを説明し
ている。 

今までの研究結果からも明らかなように，
「分ける」という行為自体は２歳ぐらいから
おこなっており，６歳ぐらいになると，多く
の子どもが「同じように」「半分に」分ける
ことはできるようになる。行為や操作として
「分ける」ことはできていても，分数の概念
ができているとは当然いえない。しかし分数
の基礎としての理解は「分ける」という行為
をとおして，おそらくできている。この具体
的で感覚的な基礎から，分数の世界特有の表
現の仕方，等分することの意味，同じ「1/2」
という表現でも元の量が違えば違う，という
ことを関連づけていくのは，子ども自身であ

 
写真 3 小学 2年生の「1/2」の導入 

 
写真 4 具体物の操作から考えている場面 

 
写真 5 折り紙のように折ることができないものでも

「1/2」にできるかどうか，考えている場面 

 
写真 1 床をマス目に見立てた

「すごろく」（年中児）  

 
写真 2 ゴールは最初から決め

られているわけではなく「すご

ろく」は続いている 



 

 

る。この関連づけはかかわり合いの場の中で
つながれていくと考えられる。 

この写真でみられるように，「ピクニック
に行く」想定で持っていくものを「ふたりで
なかよくわける」と場面が設定されている。
子どもの中では「どこに行こうかな？」「誰
と行こうかな？」いうような楽しい気持ちに
なり，その気持ちのまま，様々なものを「1/2」
にする操作を通して，分数の基礎となる概念
を学んでいく。このときに，具体的な場面を
想起することによって，子どものつぶやきは
増えるだろうし，頭の中で考えられることも
膨らんでいくだろう。つぶやきだけにとどま
らず，写真 2や写真 3にみられるように，友
だち同士でも，思いや考え方を共有していく。
このような子どものつぶやきは，その子ども
自身の思考過程を反映しているものでもあ
る。自分自身が考えていることを表出するこ
とは難しい。しかし，子ども同士のかかわり
や先生とのかかわりが普段から充分にでき
ていると，つぶやきは比較的，表出されやす
い。そしてつぶやきという，ある種，自信の
ないことばだからこそ，思考のおもしろさが
ひそんでいることがある。また子どもの様子
からは，インフォーマルなつぶやきとフォー
マルな発言とを区別している可能性が示唆
された。このインフォーマルなつぶやきを，
教師がどこまでみることができるかによっ
て，その援助のあり方が変わることが考えら
れる。 
 
(2)学びの連続性の検討 

幼児期から児童期にかけての数量理解の発
達的モデルを構築することを目的とするため
に，子どもにとっての学びの連続性について
発達観や教育観などと関連させながら検討し
た。 
①年少児から小学3年生までの子どもに同一
の課題を用いた実験をおこなった。この実験
は，均等配分とわり算の知識をみることを目
的としている。各年齢群24名ずつ実験には参
加した。その結果，小学校入学後に正答率の
大きな変化がみられ，また方略もそれまでの
一つずつ配っていく方略ではなく，なんらか
のまとまりを見積もり配っていく方略が増加
した。小学3年生で学習するわり算の前でも，
他の演算や数量の認識が変化したことが示唆
された。 
②小学2，4，6年生を対象に，割りきれない様
々な対象物を「できるだけ同じように」分け
る課題を実施した。どの学年も100名近くの子
どもが参加した。わり算を学習した4年生，6
年生は演算を用いて答えを出そうする参加者
が多くみられたが，2年生では，生活場面に近
い解決方略を選択する傾向がみられた。さら
に詳細に分析をつづけ，どのように方略が変
化していくのかを明らかにしたい。 

③子どもの発達に即した教育について包括的
に議論した。子どもの日常生活の具体的な文
脈の中で獲得されるインフォーマルな数量の
知識や，そのインフォーマルな知識が，就学
後，どのように教科としての算数の単元を学
習する際の基礎になりうるのか詳細に分析し
ているが，しかしまだ十分な知見は得られて
いないため，今後継続しておこなう。 
 
(3)大学生や保育者・教師が考える幼児期から
児童期にかけての学びについても検討した。 
① 保育者を志望している大学生が，幼児期の
遊びをみて，何を学んでいるのか，というこ
とを多面的にみられるようになるには，何が
重要なのかということ議論した。また保育者
や教師を対象とした研修会においても同様の
問いかけをし，議論して得られた知見をまと
めている。 
② 保育者・教師の研修会，カンファレンス，
附属幼稚園と附属小学校がおこなっている幼
小の連絡会議等に出席し，そこでの議論をふ
まえながら，保育者や教師の発達観について
分析をおこなってきた。特に，幼稚園での子
どものとらえ方と，小学校での子どものとら
え方を，子どもの発達過程というところから
考察し，発達心理学で議論になっていること
などを提供してきた。また附属小学校では算
数科の授業研究にも参加させて頂き，算数と
いう教科としてのとらえ方と，認知発達にお
ける数量概念のとらえ方の違いなどを検討し
た。また観察した事象や子どもの様子につい
ても，随時，話し合いを重ねてきた。これら
の議論や記録は継続してまとめている。 
 
(4) 認知発達心理学の研究者で算数教育につ
いても研究をしている，オックスフォード大
学のDr.NunesとDr.Bryantと，2008年から継続
して，議論を続けている。幼児期の「分ける
」という行動と「わり算」の関連について，
様々な角度から議論を重ねており，日本と英
国で幼児・児童を対象に実験する計画を立案
した。今後さらに，実験データ，観察データ
に基づき，幼児期から児童期の数に関する認
知発達のモデルについても検討していく。 
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